
「鑑賞からまなぶこと」

●日時：2015年2月28日（土）14：00〜16：30　●会場：丸亀市猪熊弦一郎現代美術館2階造形スタジオ、展示室A・B
●料金：無料（申込制）　●定員：50名　●申込締切：2月26日（木） ＊定員に達し次第受付を終了します。

●主催：丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ美術振興財団、鑑賞教育について考える会

ミモカでは、学校の先生方や鑑賞教育に関心あ
る一般の方との協働で「鑑賞教育について考え
る会」を月1回程度実施し、鑑賞教材の開発や
普及、ワークシートの考案、鑑賞教育に関する
研究活動を行ってきました。鑑賞教育に関心を
お持ちの方なら、誰でもご参加いただけます！

お申し込み
お電話（0877－24－7755）またはファックス（0877－24－7766）、もしくはメール（school@mimoca.org）よりお申し込みください。
※定員に空きがある場合は当日のご参加も可能です。

「鑑賞からまなぶこと」 ファックス用申込書　＊は必須項目になります
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【アクセス】

◎鉄道（JR）で
JR丸亀駅下車、南口より徒歩1分
◎お車で
瀬戸中央自動車道 坂出北ICより約10分
高松自動車道 坂出IC・善通寺ICより約15分
JR丸亀駅前地下駐車場・2時間無料

（当館1階受付にて駐車券をご提示ください）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館／公益財団法人ミモカ美術振興財団
〒763－0022　香川県丸亀市浜町80－1（JR丸亀駅前）
TEL  0877－24－7755　URL  http：//mimoca.org

　　　　　　（ミモカ）は丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
（Marugame Genichiro-Inokuma Museum of 
Contemporary Art）の略です。

　現在、図画工作の学習指導要領には地域の美術館の利用
や連携について記述がありますが、美術館をどのように活
用すべきかお悩みの方もいらっしゃることかと思います。
　美術館は誰もが本物の作品とじっくり向き合える場所で

す。そこでの体験から、子どもたちはなにを学び、どのよう
に成長できるのでしょうか。美術館の活用によって広がる
可能性について、ワークショップをまじえたレクチャーを
通して一緒に考えてみませんか？

所　属 申込者氏名＊

1963年長野県生まれ。東京芸術大学大学院美術研究科修士課程修了。埼玉県公立中学校教諭、埼玉
県立近代美術館主査、文教大学教育学部准教授を経て、現在、武蔵野美術大学教授。専門は美術教育、
鑑賞教育。現在は武蔵野美術大学の学生有志と「旅するムサビ」を展開。全国各地の学校や教育委員
会、大学、美術館などで鑑賞ワークショップなどを実施。その件数は7年間で110回。著書は「美術教育
の題材開発」（武蔵野美術大学出版局）ほか。

三澤一実（みさわかずみ）

日、鑑賞活動が注目を浴びていますが、なぜ注目されているの？ どのように鑑賞活動を展開していくと、
真の学力がつくの？ 子どもたちの作品を見ることと､ 作家の作品を見ることの違いは何処にあるの？ 鑑賞

活動の評価はどうすればいいの？ などなど。みることの意味から､ 授業づくりまでを館の展示作品を使った
“みる”ワークショップを交えながら分かりやすい言葉で話していこうと思います。

術は体験を通して学ぶものです。話を聞いただけでは美術にふれた感動は伝わりません。「百聞は一見に
しかず」さらに、「百見は一試にしかず」です。ワークショップを通して見ることの意味を探っていきましょう。
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